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北極沿岸地域の雪氷・海洋・生態系の変化と持続可能な環境―社会システム

廃棄物 地すべり 洪水

住民との協働

先端観測技術

研究課題代表者

【研究の背景】
・北極域沿岸の海洋・氷河・凍土・海氷の融解、地すべり・洪水等の自然災害

⇒地域住民・先住民社会の生活・伝統文化・交通運輸・経済活動に深刻な影響
・遠隔地の保健医療、廃棄物の処理、観光の拡大が環境と社会に与える負荷
・北極域沿の持続可能性・安全性を担保するため、地域コミュニティとの超学際的研究が重要

【これまでの成果例】
・海水温上昇や氷河融解が海洋環境と生態系に与える影響の解明
・バイオロギングを駆使した海洋生態系の実態解明
・氷河河川洪水、地滑り災害の状況把握とメカニズム解明
・沿岸環境の変化が水産業・狩猟に与える影響の事例解析
・現地観測データのリアルタイム利用による定着氷崩壊イベントの予測

【課題】
・気候変動が北極沿岸環境変化と沿岸社会に与える影響の解明
・内陸・沿岸・近海システムの環境変化とその持続的活用の検討
・持続可能な北極沿岸社会を実現するための施策提案

【今後の取組の方向性】
・地域コミュニティとの協働に基づいて超学際的なフィールド研究を推進
・凍土・氷河融解等の環境変化に伴う居住地インフラへの影響評価
・地滑り・洪水などの災害評価と対策の構築
・沿岸域の海洋生物資源利用の変容と、将来の安定性・持続性の評価

三谷曜子（京都大学）



グリーンランド北西部・カナック氷帽とボードイン氷河

カナック氷帽
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グリーンランド北西部・カナック氷帽とボードイン氷河
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カナック氷河の質量収支・流動モニタリング

GPS測量(2012~)

表面質量収支



グリーンランド北西部・カナック氷帽とボードイン氷河
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ボードイン氷河における観測



ボードイン氷河でのドローン測量とタイムラプスカメラ

ドローン測量

タイムラプスカメラ

音響センサ



ArCS-3「沿岸コミュニティ課題」2025年度観測のまとめ

グリーンランド北西部カナック / ボードイン氷河において現地観測を実施

ボードイン氷河（6年ぶりに観測を実施）

✓ 音響センサ・タイムラプスカメラ

5.32 ± 0.39 m w.e. a−1の氷損失 7年ぶりに涵養!

カナック氷河（ 2012–25年）

✓ 表面質量収支

✓ 流動速度 消耗域では減速傾向 / 涵養域では一定の傾向

✓ ドローン測量 約10 km2の領域で3度のドローン測量を実施

数値標高モデル・オルソ画像を作成→標高変化・流動速度

カービング頻度・種類・規模の推定
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